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六
月
二
十
三
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
、（
協
）
能
登
木
材
総
合

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
十
一
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
関
係
者
全
員
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
議
長
及
び
役
職
員
の
み
の
最
小
人
員
で
執
り
行
い
ま

し
た
。

開
会
に
先
立
ち
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

◇
三
十
年
勤
続
表
彰
（
県
知
事
表
彰
・
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
山
崎
浩
伸
（
本
所
）

◇
二
十
年
勤
続
表
彰
（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
古
倉
陽
子
（
輪
島
支
所
）
槻
　
繁
治
・
高
木
明
美
（
能
登
支
所
）

　

議
長
に
は
穴
水
町
の
堂
前
勇
次
郎
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
議
案
す
べ
て
書
面
議
決
に
よ
り
原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

可
決
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
議
案　

�

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
に

つ
い
て

第
二
号
議
案　

�

令
和
二
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

�

令
和
二
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

�

令
和
二
年
度
貸
付
金
の
最
高
限
度
並
び
に
貸
付
金
利

率
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

�

令
和
二
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

�

令
和
二
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ

い
て

第
七
号
議
案　

�

定
款
附
属
書　

役
員
選
挙
規
程
、
総
代
選
挙
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

附
帯
決
議

令
和
二
年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

損益計算書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

（単位：円）

科　目 小　計 合　計

Ⅰ事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 774,494,310
2 事 業 総 費 用 573,796,989
事 業 総 利 益 200,697,321

Ⅱ事 業 損 益
1 人 件 費 164,226,746
2 旅 費・ 交 通 費 440,650
3 事 務 費 2,007,795
4 業 務 費 3,281,849
5 諸 税 負 担 金 6,734,813
6 施 設 費 11,703,454
7 雑 費 581,783
事 業 管 理 費 計 188,977,090
事 業 利 益 11,720,231

Ⅲ経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 1,990,394
2 事 業 外 費 用 7,270
事 業 外 損 益 1,983,124
経 常 利 益 13,703,355

Ⅳ特 別 損 益
1 特 別 利 益 4,049,997
2 特 別 損 失 3,500,000
特 別 損 益 549,997
税引前当期純利益 14,253,352

	 法人税、住民税
	 及 び 事 業 税 額 872,500
	 当 期 剰 余 金 13,380,852
	 前期繰越剰余金 816,921
	 当期未処分剰余金 14,197,773
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貸借対照表
� 令和2年3月31日現在（単位：円）

科　　目 合　計 科　　目 合　計
資産の部 負債の部

流　動　資　産 流　動　負　債
1 現 金 22,509 1 買 掛 金 1,130,867
2 預 金 614,483,809 2 未 払 金 38,344,490
3 売 掛 金 21,492,209 3 未 払 消 費 税 10,433,800
4 未 収 金 198,724,734 4 前 受 金 1,672,860
5 棚 卸 資 産 12,781,984 5 預 り 金 39,445,726
6 立 替 金 271,592 6 未 払 法 人 税 等 872,500
7 造 林 勘 定 30,029,293
8 加 工 勘 定 769,882
9 前 払 費 用 23,457
10 年 金 長 期 前 納 負 担 金 38,075,292
11 雑 資 産 1,117,319
12 未 収 還 付 法 人 税 等 0

流動資産合計 917,792,080 流動負債合計 91,900,243
固　定　資　産 固　定　負　債
有形固定資産 1 農 林 漁 業 借 入 金
1 建 物 23,767,429 （ １ ） 造 林 借 入 金 7,771,995
2 構 築 物 4,750,231 2 退 職 給 付 引 当 金 21,633,373
3 機 械 装 置 4,640,000 3 長 期 未 払 金 15,807,936
4 車 両 運 搬 具 464,891
5 工 器 具 備 品 634,453
6 土 地 96,111,747
7 森 林 33,723,370
8 リ ー ス 資 産 5,836,800
9 一 括 償 却 資 産 48,568 固定負債合計 45,213,304

有形固定資産合計 169,977,489 負債合計 137,113,547
無形固定資産 純資産の部
1 電 話 加 入 権 772,493 組合員資本
2 ソ フ ト ウ エ ア 642,500 1 出 資 金 542,892,000
3 リース資産（ソフトウェア） 8,407,800 2 利 益 剰 余 金

無形固定資産合計 9,822,793 法 定 準 備 金 242,000,000
外部出資その他の資産 そ の 他 の 利 益 剰 余 金
外部出資 　 任 意 積 立 金 298,405,597
1 系 統 出 資 金 89,120,000 当 期 未 処 分 剰 余 金
2 系 統 外 出 資 金 40,156,000 当 期 剰 余 金 13,380,852
その他固定資産 前 期 繰 越 剰 余 金 816,921
1 農 林 漁 業 貸 付 金 組 合 員 資 本 合 計 1,097,495,370
造 林 貸 付 金 7,719,995
2 リ サ イ ク ル 預 託 金 20,560
外部出資その他の資産合計 137,016,555

固定資産合計 316,816,837 純資産合計 1,097,495,370
資産合計 1,234,608,917 負債・純資産合計 1,234,608,917
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令
和
元
年
度
よ
り
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度

（
森
林
バ
ン
ク
）
が
市
町
の
森
林
環
境
譲
与
税
事
業

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
森
林
・

林
業
政
策
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
中
、
私
た
ち
森

林
組
合
は
地
域
の
林
業
経
営
の
重
要
な
担
い
手
と
し

て
の
活
動
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
日
本
経
済

の
悪
化
は
著
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
極
め
て
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
、
今
後
も
続
く
こ
と
が
憂
慮
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
幸
い
私
ど
も
林
業
の
現
場
作
業
で

は
、
直
接
的
影
響
は
少
な
く
生
産
性
は
保
た
れ
て
お

り
ま
す
が
、
全
国
的
な
住
宅
の
新
規
着
工
数
の
減
少

か
ら
、
建
築
用
材
、
合
板
用
材
の
価
格
下
落
と
滞
留

木
材
等
の
影
響
が
で
て
い
る
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
人
と
人
の
繋
が
り
が
一
層
希
薄
に
な
り
森
林
所

有
者
の
山
離
れ
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
新
た
な
森
林
経
営

管
理
制
度
の
も
と
、
市
町
へ
森
林
の
多
面
的
機
能
の

強
化
と
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
方
策
を
積
極

的
に
提
案
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
働
き
か
け
と
し
て
、
①
意
向
調
査
、
境
界
明

確
化
、
森
林
経
営
集
積
計
画
の
一
連
の
業
務
に
必
要

な
森
林
情
報
を
共
通
の
森
林
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
で
管
理
す
る
こ
と
が
、
森
林
所
有
者
が
最
も
求

め
て
い
る
﹃
所
有
森
林
の
所
在
と
そ
の
資
源
量
（
価

値
）﹄
の
解
析
を
加
速
度
的
に
上
げ
る
こ
と
を
可
能

と
し
ま
す
。
②
次
に
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
適
正
な

森
林
整
備
と
既
設
林
道
・
作
業
路
の
補
修
、
草
刈
り

等
の
管
理
の
必
要
性
で
す
。
具
体
的
に
は
、
県
木
ア

テ
の
植
栽
と
そ
の
保
育
管
理
、
松
林
の
整
備
（
枯
松

の
伐
採
、
地
搔
き
等
）、
椎
茸
原
木
の
確
保
の
た
め

の
広
葉
樹
植
栽
等
の
森
林
整
備
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
県
木
ア
テ
は
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
等
の
殺
菌
成
分

新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
と
森
林
組
合
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
参
事
　

　
中
　
本
　
幸
　
夫
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が
県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
能
登
ヒ
バ
原
木

の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
展
開
に
よ
り
、

先
達
が
築
い
た
ア
テ
林
業
の
伝
承
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
林
道
・
作
業
路
の
補
修
、
草
刈
り
に
つ
い
て

は
﹃
人
が
山
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
健
全
な
森
林
管
理

は
で
き
な
い
。﹄
を
前
提
に
重
点
事
項
と
し
て
提
案

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
③
大
き
な

課
題
と
し
て
林
業
労
働
力
の
確
保
と
人
材
育
成
が
あ

り
ま
す
。
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
り
地
域
林
業

の
担
い
手
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
募
る
と
き
、
そ
の
生
活
拠

点
の
確
保
に
つ
い
て
も
市
町
と
知
恵
を
出
し
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
は
目
を
覆
い

た
く
な
る
ほ
ど
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
ほ
ど
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
尊
び
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
保
全
し
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
の
た
め
、
森
林
経
営
管
理
の
集
積
・
集

約
、
木
材
及
び
加
工
品
販
売
強
化
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

を
通
じ
て
組
合
員
へ
の
一
層
の
利
益
還
元
を
経
営
理

念
に
掲
げ
、﹃
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
事
業
体
﹄

と
し
て
名
実
と
も
に
地
域
の
林
業
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
こ
と
が
森
林
組
合
の
役
割
で
あ
り
使
命
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

森
林
浴
が
す
が
す
が
し
く
感
じ
る
の
は
、
フ
ィ
ト

ン
チ
ッ
ド
（P

hyto
ncide

）
の
効
果
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
は

も
と
も
と
ロ
シ
ア
語
か
ら
き
て
お
り
、
フ
ィ
ト
ン
と

は
「
植
物
」、
チ
ッ
ド
と
は
「
他
の
生
物
を
殺
す
能
力

を
有
す
る
」
を
意
味
し
て
お
り
、「
植
物
か
ら
で
る
揮

発
成
分
は
殺
菌
作
用
が
あ
る
」
と
言
う
よ
う
な
意
味

で
す
。

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
は
植
物
か
ら
発
散
さ
れ
る
揮
発

性
物
質
で
、
植
物
は
そ
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
、

ま
た
自
ら
の
成
長
を
促
す
た
め
に
、
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ

ド
を
幹
や
葉
か
ら
大
気
中
に
放
出
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
森
林
気
相
現
象
と
呼
び
ま
す
。
今
日
、
地
球
上

の
全
植
物
か
ら
放
出
さ
れ
る
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の
量

は
お
よ
そ
一
億
五
千
万
ト
ン
に
お
よ
び
、
こ
れ
は
全

世
界
の
工
場
排
煙
や
自
動
車
排
気
ガ
ス
な
ど
の
６
倍

に
も
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
気
相
現
象
に
よ
る
森
林
生
態
系
へ
の
自

浄
作
用
は
、
森
林
か
ら
発
す
る
揮
発
成
分
が
部
分
酸

化
す
る
際
に
現
れ
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
物
質
の
作
用

で
あ
り
、
害
虫
忌
避
、
有
害
菌
の
不
活
性
化
、
消
臭

効
果
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
の
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。『
県
木
あ
て
』
も
揮
発
性
物
質
が
た
い
へ
ん
豊

富
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る
中
、
感
染
者
ゼ

ロ
が
続
い
た
岩
手
県
は
本
州
で
森
林
面
積
が
最
も
大

き
い
都
府
県
で
し
た
。
人
類
に
と
っ
て
ま
さ
に
大
自

然
の
恵
み
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
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昨
年
度
、
石
川
県
の
﹁
ス
マ
ー
ト
林
業
実
践
対
策
事
業
﹂
を
県
・
県
森
連
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
実
証
体
験
し
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

こ
の
事
業
の
主
な
目
的
は
、
利
用
間
伐
事
業
集
約
化
の
た
め
の
森
林
調
査
や

間
伐
現
場
に
お
け
る
作
業
工
程
の
チ
ェ
ッ
ク
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
の
ネ
ッ
ト
機
器
と
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
簡
素
化
し
、
生
産
状
況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
と
、
山
土
場
や
林
内
で
の
丸
太
の
量
を
把
握
し
、
販
売
先
と
の
需
要
と
供

給
の
調
整
な
ど
素
材
生
産
流
通
計
画
を
一
元
管
理
す
る
も
の
で
す
︒

具
体
的
に
は
、
年
間
の
団
地
別
の
生
産
計
画
情
報
や
目
標
生
産
案
な
ど
を
入

力
し
、
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
机
上
で
体
験
し
た
あ
と
、
現
場

で
の
実
践
と
な
り
ま
し
た
︒
実
証
地
は
造
材
・
集
材
・
山
土
場
ま
で
の
搬
出
を

す
る
工
程
で
、
こ
の
事
業
の
一
つ
の
核
と
な
る
コ
マ
ツ
社
製
の
最
新
ハ
ー
ベ
ス
タ

を
使
っ
た
現
場
で
し
た
︒

作
業
員
３
名
と
現
場
で
の
作
業
の
入
力
項
目
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
て
、
従
来

の
作
業
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
、
作
業
の
着
目

点
が
ネ
ッ
ト
機
器
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
あ

ら
た
め
て
理
解
で
き
、
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
︒

ネ
ッ
ト
の
不
通
エ
リ
ア
の
問
題
や
、
作
業
情

報
の
記
録
方
法
等
改
善
す
る
点
は
多
い
で
す
が
、

今
後
さ
ら
な
る
県
内
で
の
実
践
検
証
が
進
み
、

現
場
で
の
低
コ
ス
ト
化
が
図
ら
れ
、
ス
マ
ー
ト

な
生
産
管
理
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
︒

輪
島
支
所
　
係
長
　
出
口
　
光
広

現
在
、能
登
森
林
組
合
で
は
直
営
作
業
員
75
名
、協
力
事
業
体
21
社
に
所
属
す

る
約
70
名
が
奥
能
登
一
円
の
森
林
整
備
に
従
事
し
て
い
ま
す
︒平
成
21
年
度
の

広
域
合
併
時
に
は
直
営
作
業
員
一
五
八
名
が
在
籍
し
て
お
り
、10
年
程
で
半
分

以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
︒林
業
の
機
械
化
に
よ
る
効
率
化
や
省
人
化
が
進
め
ら

れ
て
は
い
る
も
の
の
、担
い
手
不
足
は
今
後
一
番
の
課
題
で
あ
り
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
中
、当
本
所
に
こ
の
春
大
学
を
卒
業
し
、県
外
か
ら
能
登
の
風
土

や
林
業
に
魅
力
を
感
じ
た
若
い
女
性
が
、森
林
整
備
作
業
員
と
し
て
加
わ
り
ま

し
た
︒女
性
の
入
社
に
よ
り
、現
場
に
明
る
さ
と
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
︒

又
、平
成
29
年
に
県
内
遠
方
か
ら
移
住
し
て
き
た
若
い
男
性
作
業
員
も
在
籍
し

て
お
り
ま
す
︒前
職
は
室
内
で
の
仕
事
で
全
く
畑
違
い
の
職
種
で
あ
る
も
の
の
、

緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
作
業
に
魅
力
を
感
じ
て
お
り
、現
在
は
穴
水
町
内
に

居
を
構
え
、日
々
森
林
整
備
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い

ま
す
︒２
名
は
現
在
、林
業
に
必
要
な
資
格
取
得
に
加

え
、安
全
か
つ
効
率
的
な
森
林
施
業
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
習
得
す
る
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
現
場
技
能

者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

林
業
は
一
般
的
に
、き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
と
い
う
印

象
を
持
た
れ
て
い
ま
す
が
、健
康
的
に
体
を
動
か
し
、自

然
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
仕
事
で

す
︒組
合
員
の
皆
様
の
身
近
に
、関
心
の
あ
る
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、当
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
頂
け
る
と

幸
い
で
す
︒

今
後
と
も
当
組
合
事
業
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
︒

本
所
　
技
師
　
石
川
　
裕
弥

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

本
所（
穴
水
）

人
材
の
確
保
・
育
成

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

輪
島
支
所
ス
マ
ー
ト
林
業
実
践
対
策

現
地
実
証
に
参
加
し
て
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珠
洲
支
所
で
は
、
7
月
に
珠
洲
市
立
大
谷
小
中

学
校
に
て
9
年
生
︵
中
学
3
年
生
︶
の
総
合
的
な

学
習
の
授
業
に
講
師
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
授
業
の
テ
ー
マ
と
し
て
﹁
自
然
を

利
用
し
て
珠
洲
を
み
ん
な
に
発
信
！
﹂
と
い
う
こ

と
で
生
徒
の
方
々
か
ら
珠
洲
の
林
業
の
こ
と
や
、

能
登
ヒ
バ
︵
特
に
ス
ズ
ア
テ
︶
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
ま
し
た
︒

そ
の
あ
と
、
輪
島
支
所
︵
木
材
加
工
所
︶
で
加

工
し
た
能
登
ヒ
バ
の
板
を
用
い
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
ス
作
り
を
し
ま
し
た
︒
授
業
を
す
る
前
よ
り
も
木
や
自
然
の
こ
と
林
業
に

つ
い
て
、
よ
り
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
生
徒
の
方
か
ら
は
、﹃
初

め
て
ヒ
バ
の
匂
い
を
嗅
い
だ
﹄﹃
も
っ
と
木
を
活
か
し
た
商
品
等
を
作
り
た
い
、

知
り
た
い
﹄
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
︒
た
く
さ
ん
の
若
い
世
代
の
子
供
た

ち
か
ら
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
関
心
な
ど
を
持
っ

て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多
く
の
担
い
手
が
育
つ
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
︒

さ
て
、
珠
洲
支
所
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
に
て

今
年
度
か
ら
手
入
れ
で
き
て
い
な
い
若
い
森
林

を
対
象
に
森
林
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒
珠

洲
に
は
ま
だ
手
入
れ
不
足
の
森
林
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
し
、
そ
の
他
森
林
整
備
や
樹
木
伐
採
な

ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
︒

珠
洲
支
所
　
技
師
　
地
原
　
弘
貴

能
登
支
所
で
は
能
登
森
林
組
合
の
中
で
唯
一

い
し
か
わ
森
林
環
境
基
金
事
業
の
一
環
と
し
て

の
緩
衝
帯
整
備
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒
平
成

29
年
度
よ
り
五
十
里
地
区
・
本
木
地
区
・
上
長
尾

地
区
と
事
業
を
実
施
し
て
お
り
今
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
行
延
・
不
動
寺
地
区
に
て
実
施
予
定
と

し
て
お
り
ま
す
︒
緩
衝
帯
整
備
と
は
、
集
落
地
域

に
お
き
ま
し
て
下
層
木
の
除
伐
を
行
い
見
通
し

を
良
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生

獣
の
出
現
を
抑
制
し
農
作
物
被
害
や
人
と
野
生

獣
の
衝
突
を
避
け
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
︒
こ
の
事
業
を
行
っ
た
地
区
で

は
、
県
の
林
業
試
験
場
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
痕
跡
調
査
や

カ
メ
ラ
調
査
な
ど
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
獣
の
出
現
数
が
減
少
傾
向
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
︒ま

た
当
組
合
に
寄
せ
ら
れ
た
声
に
も
多
く
の

好
評
の
声
が
届
い
て
お
り
、
う
れ
し
い
わ
ー
⤴

と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
す
︒
集
落
周
辺
一
帯
を

整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
集
落
の
住

民
の
方
の
ご
協
力
が
不
可
欠
な
事
業
と
な
り
ま

す
し
、
諸
条
件
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
来
年
度
以

降
と
な
り
ま
す
が
緩
衝
帯
整
備
事
業
を
行
い
た

い
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒
今
後
と

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
︒

能
登
支
所
　
技
師
　
名
竹
　
和
規

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

能
登
支
所

緩
衝
帯
整
備
事
業
に
つ
い
て

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

珠
洲
支
所

未
来
の
担
い
手
と
森
林
整
備
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出
資
配
当
は
一
・
〇
％
で
す

　

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
出
資
配
当

金
は
、
一
・
〇
％
の
配
当
が
総
代
会
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
︒

　

配
当
金
の
支
払
い
は
、
出
資
金
一
〇
万

円
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
現
金
振
込
と

し
、
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
出
資
予
約
預

か
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
︒

出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
に
つ

い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
の
交

付
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
本
誌
に
同
封
の

出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
で
出
資
金
額
及

び
配
当
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

　

相
続
や
経
営
委
託
︵
山
林
の
相
続
・
贈

与
で
は
な
い
が
経
営
管
理
を
父
か
ら
息
子

へ
引
き
継
い
だ
等
︶
の
場
合
は
組
合
員
名

義
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

◇
相
続
の
場
合

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
組
合
員

で
あ
る
ご
家
族
が
死
亡
さ
れ
て
か
ら

一
○
个
月
以
内

○
相
続
人
が
確
定
し
登
記
さ
れ
た
時
点

○
登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協

議
等
を
証
す
る
書
類
が
必
要
で
す
︒

※�

一
○
个
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

手
続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
︒

宛
先
不
明
の
組
合
員
の
方
を
ご

存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

組
合
員
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
連
絡

先
住
所
へ
郵
送
し
て
も
複
数
回
に
わ
た
っ

て
宛
先
不
明
に
て
返
送
さ
れ
る
組
合
員
の

方
が
現
在
六
五
〇
名
以
上
お
い
で
ま
す
︒

　

今
後
集
落
等
へ
入
り
調
査
い
た
し
ま
す

の
で
、
親
戚
方
等
よ
り
情
報
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
︒

※
森
林
組
合
法
で
は
長
期
間
に
わ
た
り
、

組
合
事
業
を
利
用
し
な
い
組
合
員
に
つ

い
て
は
法
定
脱
退
︵
除
名
︶
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
長

期
間
に
わ
た
り
行
方
が
わ
か
ら
な
い
方

等
に
関
し
ま
し
て
、
一
定
期
間
周
知
し

た
上
で
、
法
定
脱
退
の
手
続
き
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

各
種
手
続
き
は
本
所
、
各
支
所
で
随
時

受
付
し
ま
す
︒

　

能
登
森
林
組
合
で
は
令
和
３
年
度
採
用

予
定
の
事
務
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

◇
募
集
予
定
人
数　

若
干
名

◇
応
募
資
格

１
．
大
学
卒
業
程
度

　

①	

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
学
歴
不
問
、
在
学
者
は
令
和
三
年

三
月
卒
業
見
込
み
の
方
）

２
．
短
大
・
高
校
卒
業
程
度

　

①	

平
成
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
令
和
三
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
方
）

◇
給
与
形
態

基
本
給
（
月
額
）

　
一
三
八
、四
〇
〇
円
～
一
七
六
、八
〇
〇
円

◇
採
用
予
定　

令
和
三
年
四
月
一
日

◇
受
付
期
間

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）
十
七
時

ま
で

※	

郵
送
（
簡
易
書
留
）
の
場
合
は
二
十
三

日
必
着

◇
試
験
日
時
・
場
所

十
月
三
十
日
（
金
）︽
実
施
予
定
︾

※	
会
場
及
び
開
始
時
間
等
は
応
募
者
へ
通

知
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

能
登
森
林
組
合
総
務
部

　

〒
九
二
七

－

〇
〇
二
三

　

鳳
珠
郡
穴
水
町
字
麦
ケ
浦
一
七

－

一
五

　

℡
〇
七
六
八

－
五
二

－

〇
三
一
六

担
当
：
山
崎

組
合
職
員
を
募
集
し
ま
す

﹇
令
和
二
年
四
月
一
日
付
﹈

人

異
事

動

輪
島
支
所
　
係
長

　

竹
田　

正
平（

門
前
事
業
所　

係
長
）

能
登
支
所
　
技
師

　

名
竹　

和
規
（
珠
洲
支
所　

技
師
）

本
所
事
業
部
　
技
師

　

石
川　

裕
弥
（
能
登
支
所　

技
師
）

輪
島
支
所
　
技
師

　

山
田
峻
伊
智

（
本
所
穴
水
担
当
課　

技
師
）

退
職

能
登
支
所

　

嘱
託
職
員　

山
本
真
木
子

※	

本
年
三
月
末
を
以
て
定
年
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
労

に
敬
意
を
表
し
、
今
後
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。


